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お届け！職レポ隊
地域の太陽光発電 キヅキ商会
隠れた逸品 Ippin
兵庫県初のオリジナル品種梨「なしおとめ」
裏路地探険
麒麟獅子舞の里を歩く／新温泉町浜坂
ハイスクール キラリ組
アンテナショップ「ありこや」出石高校

神
子
畑

近
代
化
産
業
遺
産
が
残
る
ま
ち

特 集





Matsumoto's Memories
Ａ：「ハサミが使える方ならどなたでも体験できま
す。技術より丁寧さが必要ですね」と松本さん。
B：転写紙の絵柄や磁器の種類はさまざま。
教室や講座の状況はHPでご確認ください。
https://cockscomb303.wixsite.com/cockscomb

Vol.10 松本 有理香 さん
ハンドメイド教室

「Atelier cockscomb( コックスコーム )」代表

M
atsum

oto's Voice

新温泉町浜坂で、磁器に転写紙で絵をつ
ける「ポーセラーツ」や、樹脂粘土で形を作
る「クレイクチュール」などが体験できるハ
ンドメイド教室を開いています。

古くからの友人が近くにいるのは地元なら
では。教室にも遊びに来てくれます。

水着を着て海に浸かったまま、沈んでゆく
夕日を眺めました。小さい頃は海が近くに
あるのが当たり前だったのであまり気にし
ていませんでしたが、1 度地元を離れると今
まで以上に海や自然の良さがわかるように
なりますね。

町内にある「居組県民サンビーチ」から見
る夕日は最高です！歩いて行けるので散歩
にもぴったりです。

ポーセラーツは初めての方でも気軽に体験
できるので、たくさんの方に参加してほしい
です。食器やアクセサリーなど、日常的に
使えるオリジナル作品が作れますよ。名前
を入れて贈り物としても素敵です。

- J YU K ATSU -

但 馬 で 暮 ら す 移 住 者 の 方 に
地 域 で の 活 動 に つ いて お 話 を 聞 き ま し た 。

●田舎暮らしに関するお問合せ先 >>「たじま田舎暮らし情報センター」   TEL.0796-24-2247

たじまUIターン情報サイト
「ひょうご北部で暮らす」  
 http://tajimalife.jp/
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01. 現在の活動　02.住んでいるまちの良い所　03.たじま暮らしで印象に残っているエピソード　
04. お気に入りの場所　05.「今後このまちでこんなことしたい」など一言メッセージをどうぞ！

神戸市から新温泉町へＵターン
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日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
て
い
る『
鉱
石

の
道
』エ
リ
ア
の
１
つ
、
朝
来
市
佐さ

の
う嚢

の

“
神み

こ
ば
た

子
畑
鉱
山
”。
そ
の
歴
史
は
古
く
、
平

安
時
代
に
開
山
し
た
と
伝
え
ら
れ
、
15
世

紀
か
ら
採
鉱
が
盛
ん
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い

る
。
明
治
11
年
に
は
新
鉱
脈
が
発
見
さ

れ
、
生
野
鉱
山
の
支
山
「
加か

せ
い
や
ま

盛
山
」
と
し

て
銀
の
採
鉱
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

し
か
し
徐
々
に
鉱
脈
が
減
少
し
、
探
鉱

採
鉱
場
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
明

治
42
年
に
明あ

け
の
べ延

鉱
山
（
養
父
市
）で
錫す

ず

鉱

脈
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
採
鉱
は
明
延
に

移
り
、
神
子
畑
は
鉱
石
を
選
鉱
す
る
大

規
模
な
「
機
械
選
鉱
場
」へ
と
生
ま
れ
変

わ
っ
た
。
山
の
斜
面
を
利
用
し
た
選
鉱
場

は
、
規
模
・
産
出
量
と
も
に“
東
洋
一
”

と
い
わ
れ
、
海
外
か
ら
視
察
団
が
訪
れ
る

ほ
ど
だ
っ
た
。

　

最
盛
期
に
は
３
７
０
世
帯
が
生
活
を
し

て
お
り
、
鉱
山
が
経
営
す
る
ス
ー
パ
ー
の
購

買
会
、
協
和
会
館（
映
画
・
芝
居
・コ
ン
サ
ー

ト
）や
文
化
会
館
（
卓
球
・
柔
道
・ビ
リ
ヤ
ー

ド
）な
ど
、
鉱
山
従
業
員
の
福
利
厚
生
施

設
も
充
実
し
て
い
た
。
現
在
も
一
部
で
は
あ

る
が
、
こ
の
ま
ち
が
鉱
山
で
栄
え
て
い
た
当

時
の
面
影
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

但馬の未来をデザインする

T A J I M A  D E S I G N

鉱石の道「神子畑鉱山」
特集

か
つ
て
東
洋
一
と
い
わ
れ
た「
神
子
畑
選
鉱
場
」

近
代
化
産
業
遺
産
が
残
る
ま
ち

神
子
畑
鉱
山
ま
ち
の
足
跡

一円電車

シックナー

トロッコ軌道とトンネル跡
社宅が並ぶ神子畑地区（写真奥が選鉱場）

24時間稼働で「不夜城」と呼ばれていた
在りし日の神子畑選鉱場
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ま
た
、
毎
年
４
月
13
日
か
ら
15
日
に
は
、

鉱
山
の
繁
栄
と
安
全
を
祈
願
す
る
「
山

神
祭
」
を
開
催
。“
さ
ん
じ
ん
さ
ん
”の
愛

称
で
親
し
ま
れ
、
そ
の
日
は
鉱
山
も
休
業

と
な
っ
て
立
派
な
神
輿
が
町
内
を
練
り
歩

い
て
賑
わ
っ
た
。

　

し
か
し
昭
和
62
年
、
明
延
鉱
山
の
閉
山

に
伴
い
神
子
畑
選
鉱
場
も
閉
鎖
。
か
つ
て

は
１
３
０
０
人
も
の
人
が
暮
ら
し
た
ま
ち

も
衰
退
の
一
途
を
辿
り
、
住
民
の
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
現
状
だ
。

　

現
在
、
選
鉱
場
跡
周
辺
は
公
園
整
備

さ
れ
、
往
時
を
偲
ぶ
様
々
な
近
代
化
産
業

遺
産
を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

選
鉱
場
は
閉
鎖
後
も
長
ら
く
建
物
が

そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
た
が
、
老
朽
化
の
た
め

平
成
16
年
に
取
り
壊
さ
れ
、
現
在
は
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
基
礎
構
造
物
と
選
鉱
場

の
上
下
を
結
ん
で
い
た
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
の
跡

が
残
っ
て
い
る
。
使
用
済
み
の
液
体
中
に
混

じ
る
個
体
粒
子
（
ス
ラ
イ
ム
）と
水
に
分
離

す
る
た
め
の
水
槽
「
シ
ッ
ク
ナ
ー
」
は
、
巨

大
な
円
錐
型
が
特
徴
的
で
ま
る
で
宇
宙
船

の
よ
う
だ
。

　

神
子
畑
小
学
校
跡
の
体
育
館
は
当
時

の
最
新
技
術
で
あ
る
プ
レ
コ
ン
工
法
で
建
て

ら
れ
た
も
の
で
、
現
在
も
そ
の
貴
重
な
遺

構
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

近
代
化
産
業
遺
産
と
と
も
に

歩
ん
で
き
た
神
子
畑
区

採鉱の洞窟跡の間歩（まぶ） 一円電車

神子畑選鉱場跡

神子畑小学校跡の体育館

グラウンド跡には
プールの手すりが

そのまま残っています。

一円電車がモチーフの
橋の欄干が
カワイイ！
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会
や
和
太
鼓
の
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
て
多

く
の
人
で
賑
わ
う
。
昨
年
は
選
鉱
場
操
業

１
０
０
周
年
を
記
念
し
、
通
常
は
立
ち
入

り
禁
止
と
な
っ
て
い
る
選
鉱
場
跡
の
構
造

上
部
を
特
別
公
開
す
る
催
し
も
行
な
っ

た
。
限
定
３
０
０
名
が
参
加
し
、
普
段
見

ら
れ
な
い
場
所
か
ら
の
眺
望
を
楽
し
め
る

貴
重
な
体
験
と
な
っ
た
。

　

今
年
、
選
鉱
場
跡
前
に
新
た
な
観
光

拠
点
と
な
る
「
鉱
石
の
道
神
子
畑
交
流

館
」
が
オ
ー
プ
ン
。
高
齢
者
福
祉
施
設
を

改
修
し
、
鉱
石
の
道
推
進
協
議
会
が
制
作

し
た
明
延
〜
神
子
畑
間
の
ジ
オ
ラ
マ
模
型
、

山
神
祭
に
使
用
さ
れ
て
い
た
神
輿
や
映
画

に
使
用
し
た
映
写
機
の
展
示
を
行
い
、
観

光
客
へ
の
情
報
提
供
に
繋
げ
る
と
い
う
。

は
、
ま
ち
の
景
色
を
目
的
に
人
が
訪
れ
る

姿
を
見
て
、
改
め
て
地
域
の
魅
力
に
気
付

か
さ
れ
た
と
話
す
。

　

同
協
議
会
は
山
内
さ
ん
を
中
心
に
地

元
住
民
ら
で
平
成
24
年
に
発
足
。
現
在
、

11
名
が
所
属
し
ム
ー
セ
旧
居
の
管
理
や
観

光
ガ
イ
ド
を
行
っ
て
い
る
。

　
「
た
ま
た
ま
訪
れ
た
人
と
話
す
中
で
、

鉱
山
に
つ
い
て
説
明
を
し
た
ら
大
変
喜
ば

れ
ま
し
た
。
せ
っ
か
く
見
に
き
て
く
れ
る
人

が
い
る
な
ら
、
鉱
山
の
歴
史
や
そ
の
魅
力

を
発
信
し
た
い
と
い
う
思
い
で
ガ
イ
ド
を
始

め
ま
し
た
」
と
山
内
さ
ん
。
ガ
イ
ド
参
加

者
か
ら
は
、
地
元
の
リ
ア
ル
な
声
を
聞
く
こ

と
が
で
き
る
と
好
評
だ
。

　

毎
年
春
に
は
、
協
議
会
主
催
で
「
神
子

畑
桜
ま
つ
り
」
を
開
催
。
産
業
遺
産
を
眺

め
な
が
ら
桜
を
愛
で
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
子
ど

も
た
ち
に
人
気
の
ミ
ニ
一
円
電
車
乗
車

新
し
い
観
光
拠
点

神
子
畑
交
流
館
が
オ
ー
プ
ン

　

元
々
生
野
鉱
山
に
建
設
さ
れ
た
外
国

人
宿
舎
の
通
称
「
ム
ー
セ
旧
居
」。
明
治

21
年
、
神
子
畑
鉱
山
開
発
に
伴
っ
て
こ
の

地
に
移
設
さ
れ
、
鉱
山
事
務
舎
や
診
療

所
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
。
現
在
は
写

真
家
・
織
作
峰
子
氏
の
作
品
を
展
示
す

る
写
真
美
術
館
や
鉱
山
関
係
の
資
料
を

展
示
す
る
資
料
館
に
な
っ
て
い
る
。

　

国
道
４
２
９
号
沿
い
に
か
か
る
「
神
子

畑
鋳
鉄
橋
」
は
、
神
子
畑
か
ら
生
野
ま
で

の
運
搬
道
中
に
か
け
ら
れ
て
い
た
橋
で
、
日

本
に
現
存
す
る
全
鋳
鉄
製
の
橋
と
し
て
は

日
本
最
古
の
も
の
で
ぜ
ひ
見
て
欲
し
い
。

　

ま
ち
の
人
口
減
少
が
進
む
一
方
で
、
神

子
畑
を
訪
れ
る
人
の
数
は
多
く
な
っ
て
き
て

い
る
。
以
前
か
ら
、廃
墟
好
き
や
産
業
遺
産

フ
ァ
ン
の
間
で
は
知
ら
れ
て
い
た
が
、
平
成

29
年
の
日
本
遺
産
認
定
を
き
っ
か
け
に
数

多
く
の
メ
デ
ィ
ア
等
で
取
り
上
げ
ら
た
こ
と

も
１
つ
の
要
因
だ
ろ
う
。
市
の
調
べ
に
よ
る

と
、
平
成
28
年
に
は
約
５
５
０
０
人
だ
っ
た

が
、
昨
年
は
約
１
万
７
０
０
０
人
と
認
定

前
に
比
べ
て
３
倍
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
私
た
ち
に
と
っ
て
は
昔
か
ら
あ
る
日
常

の
景
色
で
、
こ
れ
ら
が
観
光
資
源
に
な
る

と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
は
、
神
子
畑

鉱
石
の
道
推
進
協
議
会
会
長
の
山
内
隆

治
郎
さ
ん
。
区
長
も
務
め
る
山
内
さ
ん

神子畑選鉱場跡、シックナー、
ムーセ旧居、日本最古の鋳鉄橋…
日常の景色が魅力の観光資源に。

訪
問
客
が
３
倍
！

観
光
ガ
イ
ド
で
魅
力
を
発
信

（上）ムーセ旧居。明治22年〜29年に宮内省
御料局となり、瓦に菊の紋章が残っている。県
重要有形文化財(建造物)
（下）神子畑鋳鉄橋。国指定文化財（建造物）

構造上部からの眺望。今年も特別公開を行う予定にして
おり、秋頃の開催を計画中。
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「
こ
れ
ま
で
は
観
光
と
い
っ
て
も
、
選
鉱

場
跡
や
シ
ッ
ク
ナ
ー
を
見
た
ら
す
ぐ
に
移

動
し
て
し
ま
う
と
い
う
滞
在
時
間
の
短
さ

が
課
題
で
し
た
。
で
き
る
だ
け
こ
の
ま
ち
に

滞
在
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
交
流
館
を
上

手
く
活
用
し
て
交
流
人
口
を
増
や
す
仕

掛
け
を
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」。
交
流
館

で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
販
売
の
他
に
、
カ

フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
や
地
元
農
家
が
作
っ
た
野
菜

を
販
売
す
る
こ
と
も
考
え
て
お
り
、
地
元

の
人
た
ち
の
活
性
化
に
も
期
待
し
て
い
る
。

　

日
本
遺
産
認
定
と
と
も
に
、コ
ス
プ
レ
や

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
の
撮
影
に
使
用
さ
れ

る
な
ど
、
観
光
だ
け
で
な
い
新
た
な
場
面

で
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
相
次
い
だ
。
特
に
ロ

ケ
誘
致
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
産
業
遺
産
が

漂
わ
せ
る
“
日
本
で
は
な
い
空
気
感
”
が

人
気
を
呼
び
、
制
作
会
社
の
口
コ
ミ
で
広

が
っ
た
と
い
う
。

　

ま
た
廃
鉱
山
と
鉱
石
輸
送
路
を
舞
台

に
し
た
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル「
鉱ヤ

マ山
と
道

の
芸
術
祭
」
も
開
催
。
神
子
畑
で
は
シ
ッ
ク

ナ
ー
、
旧
神
子
畑
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
跡

が
舞
台
と
な
り
、ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
地
域
に

滞
在
し
な
が
ら
作
品
を
制
作
し
た
。

　

市
で
は
「
神
子
畑
の
魅
力
を
高
め
る
と

と
も
に
、
さ
ら
に
朝
来
市
の
こ
と
を
知
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
観
光
地
に
し
て
い
き
た

い
」
と
実
際
に
鉱
石
の
道
を
歩
け
る
よ
う

な
ス
ポ
ッ
ト
も
整
備
す
る
予
定
だ
。

　
「
地
元
と
の
交
流
人
口
が
増
え
る
こ
と

で
、
最
終
的
に
は
移
住
さ
れ
る
方
が
出
て

く
る
と
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。
鉱
石
の
道

を
軸
に
繋
が
っ
て
き
た
近
隣
の
人
た
ち
と

も
協
力
し
て
、
ま
ち
の
発
展
の
た
め
に
い
ろ

ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
」
と
山
内
さ

ん
は
今
後
の
目
標
を
語
っ
て
く
れ
た
。
９

月
に
は
朝
来
へ
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
配

属
が
決
ま
っ
て
お
り
、神
子
畑
に
吹
く
新
し

い
風
に
も
期
待
し
て
い
る
。

　

か
つ
て
多
く
の
人
た
ち
で
栄
え
た
神
子

畑
の
鉱
山
町
。
鉱
石
の
道
で
繋
が
っ
た
こ
の

地
に
残
る
、
近
代
化
産
業
遺
産
や
地
域
の

人
々
と
ふ
れ
あ
う
新
た
な
“
交
流
の
道
”

は
今
後
も
続
い
て
い
く
。

今
後
の
ま
ち
の
取
り
組
み

シックナーをモチーフにしたTシャ
ツや手ぬぐい、トートバッグ、クリア
ファイルなど神子畑オリジナルグッ
ズも販売している。

交流館には、明治からの昭和にかけての思い出品
や写真を展示している。10〜17時、水曜休館。

◀︎ミュージックビデオ
撮影の様子。動画投稿サ
イト「YouTube」などで
公開された。

▶︎「
鉱
山
と
道
の
芸
術
祭
」

の
様
子
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
に

は
、
選
鉱
所
跡
や
シ
ッ
ク

ナ
ー
を
使
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
が

公
開
さ
れ
た
。

【ガイド情報】
◆ガイド1人につき2,000円（20 〜30人程度） 
◆約１時間程度（要事前予約）

（問・予約）ムーセ旧居 079-677-1717
（問・予約）神子畑交流館 079-666-8002

7
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但馬の隠れた逸品  Ippin

　

兵
庫
県
で
初
と
な
る
梨
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
品

種
“
但
馬
１
号
『
な
し
お
と
め
』”
を
ご
存

知
だ
ろ
う
か
。
香
美
町
を
中
心
に
新
温
泉

町
や
豊
岡
市
の
農
家
で
栽
培
さ
れ
、
８
月

中
旬
か
ら
食
べ
頃
を
迎
え
る
。

　

元
々
、
但
馬
地
域
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
梨

は
９
月
頃
に
収
穫
さ
れ
る
「
二
十
世
紀
」
系

が
８
割
を
占
め
て
お
り
、
品
種
の
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
が
少
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
県
立
農
林
水

産
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
北
部
農
業
技
術
セ

ン
タ
ー
で
は
、
夏
の
観
光
客
需
要
へ
の
対
応

や
収
穫
時
期
を
分
散
し
て
経
営
の
安
定
化

を
図
る
た
め
に
、
平
成
７
年
よ
り
新
し
い

早わ

せ生
品
種
の
開
発
を
進
め
て
き
た
。

■（取材協力）県立農林水産技術総合センター
北部農業技術センター

［所］兵庫県朝来市和田山町安井123  ［問］079-674-1230
＊8月下旬頃よりファーマーズマーケット「たじまんま」豊岡店
等で販売予定。まだ出荷数が少ないため、見つけた人はラッ
キー！ぜひ貴重な新種の梨を食べてみてね！

vol.33  なしおとめ（香美町、新温泉町、豊岡市）

「なしおとめ」という商標名は、一般公募して1345点あった応募の中
から豊岡市の小学生の案が採用された。
写真提供：新温泉農業改良普及センター

「なしおとめ」原木
（H7 交配実生）の写真
（開花状態）

　

ま
ず
は
青
梨
品
種「
吉
よ
し
か
お
り香
」に
赤
梨
品
種

「
幸こ
う
す
い水
」
を
交
配
し
て
、
78
個
体
の
実み
し
ょ
う生
を

得
て
選
抜
を
ス
タ
ー
ト
。
そ
こ
か
ら
約
６
年

後
に
で
き
た
大
量
の
果
実
を
職
員
が
自
ら

食
べ
て
、
堅
さ
・
甘
さ
・
風
味
・
み
ず
み
ず

し
さ
に
加
え
て
、
収
穫
期
や
病
気
に
強
い
か

な
ど
様
々
な
条
件
に
合
っ
た
１
個
体
を
選
定

し
て
い
っ
た
。

　

平
成
25
年
に
は
一
般
消
費
者
へ
の
試
食

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
販
売
化
を
希
望
す

る
声
が
多
く
高
評
価
の
結
果
と
な
っ
た
。
平

成
29
年
４
月
に
品
種
登
録
が
完
了
し
、
よ

う
や
く
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
梨
が
誕
生
し
た
。

　
「
木も
く
ほ
ん
せ
い

本
性
の
植
物
な
の
で
、
交
配
か
ら
品

ジ
ュ
ー
シ
ー
な
味
わ
い
！
県
内
初
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
梨

種
登
録
、
剪
定
方
法
や
栽
培
特
性
の
把
握

ま
で
に
長
い
年
数
が
か
か
り
ま
し
た
。
実
生

を
枯
ら
さ
な
い
よ
う
に
土
づ
く
り
や
水
や
り

な
ど
、
管
理
に
は
細
心
の
注
意
を
払
い
ま
し

た
」
と
農
業
・
加
工
流
通
部
部
長
の
山
中

正
仁
さ
ん
は
話
す
。

　

重
さ
約
４
０
０
グ
ラ
ム
も
あ
る
大
き
な
果

実
は
高
級
感
が
あ
り
、
他
の
品
種
に
比
べ
て

種
の
周
囲
の
果
芯
部
が
小
さ
く
、
食
べ
ら
れ

る
部
分
が
多
い
の
で
食
べ
応
え
十
分
。
糖
度

は
12
度
以
上
で
み
ず
み
ず
し
く
て
さ
っ
ぱ
り

と
し
た
甘
味
が
特
徴
だ
。

　

晩
夏
に
美
味
し
く
食
べ
ら
れ
る
但
馬
の

梨
を
ぜ
ひ
１
度
ご
賞
味
あ
れ
。
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毎
日
コ
ツ
コ
ツ
と
生
産
で
き
る
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
“
太
陽
光
発
電
”。
今
で
こ
そ
身
近
で
見

る
こ
と
も
増
え
た
が
、
雪
や
曇
り
が
多
い
但
馬

に
は
向
か
な
い
と
長
年
考
え
ら
れ
て
い
た
。

　

そ
こ
に
注
目
し
た
の
が
、
豊
岡
市
に
あ
る

「
株
式
会
社
キ
ヅ
キ
商
会
」
だ
。
大
正
15
年

の
創
業
以
来
、
住
環
境
商
材
や
建
築
材
を

扱
う
会
社
と
し
て
90
年
以
上
地
域
を
支
え

続
け
て
き
た
実
績
を
持
つ
。

　
「
私
た
ち
が
太
陽
光
発
電
に
取
り
組
ん
だ

キ
ッ
カ
ケ
は
、
東
日
本
大
震
災
当
時
の
日
本

に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
の
低
さ
で
し

た
。
自
然
災
害
に
例
外
は
な
く
、
特
に
但
馬

は
水
害
の
多
い
土
地
で
す
。
ま
ち
の
暮
ら
し

を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
は
、
設
置
し
や
す

く
再
生
可
能
で
あ
る
太
陽
光
発
電
が
必
要

で
し
た
」
と
、
同
社
代
表
取
締
役
の
木き

づ
き築
基

弘
さ
ん
は
振
り
返
る
。

　

し
か
し
、
但
馬
に
目
を
向
け
る
太
陽
光
関

連
の
企
業
は
少
な
か
っ
た
。
し
か
し「
こ
れ
は

“
で
き
る
か
で
き
な
い
か
”で
は
な
く
、“
や
る

べ
き
こ
と
”。
自
分
た
ち
で
行
お
う
」
と
、
キ

ヅ
キ
商
会
は
独
自
の
取
り
組
み
を
始
め
た
。

　

2
0
1
2
年
、
市
内
に
発
電
シ
ス
テ
ム
試

験
場
を
建
設
。
角
度
や
方
角
な
ど
試
行
錯
誤

し
、
雪
に
も
負
け
な
い
設
置
法
を
突
き
止
め

た
。
但
馬
に
適
し
た
設
計
が
評
判
を
呼
び
、
現

在
ま
で
に
2
千
世
帯
以
上
の
電
気
を
ま
か
な

え
る
量
の
施
工
を
手
が
け
た
と
い
う
。

　

太
陽
光
発
電
と
共
に
、「
お
す
そ
わ
け
電
源

の
輪
プ
ロ
ジェク
ト
」
も
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
長
期
間
の
停
電
が
発
生
し
た
際
、

同
社
が
施
工
し
た
産
業
用
太
陽
光
発
電
施

設
が
作
っ
た
電
気
を
近
隣
住
人
に
提
供
す

る
も
の
。
災
害
時
を
見
据
え
た
地
域
的
な

計
画
だ
。
但
馬
地
域
で
は
約
30
か
所
の
発

電
施
設
オ
ー
ナ
ー
が
賛
同
し
て
い
る
。

　
「
日
中
の
場
合
で
す
が
、
太
陽
光
発
電
な

ら
蓄
電
の
な
い
停
電
時
で
も
電
気
が
使
え
ま

す
。
近
隣
の
方
々
に
も
太
陽
光
を
身
近
に

感
じ
て
も
ら
い
た
い
」
と
木
築
さ
ん
。

　

自
然
と
人
が
共
生
す
る
未
来
を
目
指
す

同
社
に
は
、
買
い
手
・
売
り
手
・
世
間
の“
三

方
よ
し
”
に
加
え
、
社
員
、
そ
し
て
地
球
を

加
え
た“
五
方
よ
し
”の
経
営
理
念
が
あ
る
。

　
「
地
域
社
会
の
安
心
を
支
え
る
企
業
で
あ

り
続
け
た
い
」
と
い
う
姿
勢
が
評
価
さ
れ
、

但
馬
産
業
大
賞
に
も
選
ば
れ
た
。
同
社
が

手
が
け
た
太
陽
光
は
、
未
来
に
向
け
て
地
域

を
明
る
く
照
ら
し
続
け
て
い
く
。

非常時の備えに。
地域の太陽光発電

株式会社 キヅキ商会

［所］豊岡市元町 11-21（本社）  TEL .0796-22-5168（本社）

◎住宅資材や太陽光発電システムを扱う地域密着型企業。

但馬にふさわしい太陽光発電を提案し、アフターケアも行う。

http://www.kizuki-s .com/

非常時電源に限らず、防災・
減災対策についても企業や
家庭へ提案を行っている。

「おすそ 分け 電 源の輪 」プ ロ
ジェクトの看板。災害時に携帯
電話などが使えるようになる。

但馬の遊休土地に並ぶ太陽光パネル。キヅキ商会が提案施工し、アフターサポートまで行っている。
「特定の地域で、これだけ大規模に設備の管理まで行なっているところは珍しいんですよ」と、同社太陽光発電アド
バイザー中島知哉さん。定期的なセミナーや紹介などの口コミだけで、設置の輪が広がり続けている。

〜但馬が誇る企業の現場に密着〜

vol.10

DATA
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裏
路地

険
探

■
麒
麟
獅
子
舞
の
里
を
歩
く
／
新
温
泉
町
浜
坂

浜
坂
の
氏
神
と
し
て
鎮
座
す
る
宇う

つ

の

都
野
神
社

麒き

り

ん

じ

し

ま

い

麟
獅
子
舞
や
神
輿
、鉾
が
練
り
歩
く

夏
の
例
大
祭「
川か

わ
す
そ下

祭
り
」の
参
道
を
往
く

　

北き
た
ま
え
ぶ
ね

前
船
の
廻
船
業
で
栄
え
た
商
人
の

町
と
し
て
、
多
く
の
文
化
人
を
輩
出
し
て

き
た
港
町
・
新
温
泉
町
浜
坂
。

　

昨
年
５
月
に
は
鳥
取
県
・
因い

な
ば幡
地
域

か
ら
但
馬
地
域
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
民
俗

芸
能
「
麒き

り
ん
じ
し
ま
い

麟
獅
子
舞
」
が
日
本
遺
産
に

認
定
。
こ
こ
浜
坂
で
も
宇う

つ

の
都
野
神
社
の

例
祭
で
奉
納
さ
れ
、
麒
麟
獅
子
舞
の
里

と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　

今
回
は
浜
坂
駅
を
起
点
に
、
宇
都
野

神
社
ま
で
を
裏
路
地
探
険
。
新
温
泉
町

の
玄
関
口
で
あ
る
浜
坂
駅
は
、
明
治
44
年

11
月
に
開
業
し
た
山
陰
線
で
も
古
い
駅
の

一
つ
。
当
時
は
出い

ず
も雲
か
ら
延
び
る
山
陰
西

線
の
終
着
駅
で
あ
り
、
翌
年
の
余あ

ま
る
べ部
鉄

橋
・
桃と

う
か
ん
ず
い
ど
う

観
隧
道（
ト
ン
ネ
ル
）の
開
通
に
よ

り
、
山
陰
東
線
と
連
結
し
、
京
都
・
出
雲

間
が
山
陰
線
と
し
て
結
ば
れ
た
。

　
「
終
着
駅
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
構

内
に
は
給
水
塔
や
転
車
台
、
石
炭
置
き

場
が
設
置
さ
れ
、
全
線
開
通
後
も
米

子
・
福
知
山
鉄
道
管
理
局
の
分
岐
駅
と

し
て
発
展
し
ま
し
た
。
か
つ
て
は
客
車
用

に
４
線
、
貨
物
用
に
２
線
と
、
合
計
６

番
線
ま
で
あ
っ
た
ん
で
す
よ
」
と
は
、
地

元
で
ガ
イ
ド
を
務
め
る
味
原
川
清
流
会

の
岡
部
良
一
さ
ん
。

　

古
く
か
ら
因
幡
と
の
交
流
が
深
く
、
江

戸
中
期
か
ら
は
天
領
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
浜
坂
は
他
の
但
馬
地
域
に
は
な
い
独

特
の
文
化
が
育
ま
れ
た
と
い
う
。

　
「
ガ
イ
ド
を
し
て
い
て
、
こ
こ
は
同
じ
但

馬
か
と
驚
か
れ
る
人
が
多
い
で
す
。
因
幡

か
ら
伝
わ
っ
た
麒
麟
獅
子
舞
を
は
じ
め
、

独
自
性
と
伝
統
や
文
化
に
誇
り
を
持
っ
て

い
る
こ
と
が
浜
坂
人
の
特
徴
で
す
ね
」
と

岡
部
さ
ん
は
話
す
。

　

駅
か
ら
線
路
沿
い
を
西
へ
歩
き
、
歩
道

橋
を
渡
る
と
、
宇
都
野
神
社
ま
で
の
参
道

が
伸
び
る
。
但
馬
三
大
祭
り
の
一
つ

「
川か

わ
す
そ下

祭
り
」
で
は
、
神
輿
や
鉾ほ

こ

な
ど
の

「
渡と

ぎ
ょ御

行
列
」
が
こ
の
参
道
か
ら
浜
辺
の

浜坂の氏神として鎮座する「宇都野神社」。かつては「牛頭天王
宮」と呼ばれ、疫病退散の神として崇敬を集めた。夏の例大祭
である「川下祭り」は、天領に変わった享保12年（1727）以後、
京都八坂神社（祇園社）の大祭にちなんで行われたのが始まり
とされる。社殿を覆う森はスダジイ、スギ、サカキ、クスなど
が生い茂り、県指定天然記念物「暖帯性植物原生林」に指定。

鳥取県東部・因幡から伝わったとされる但馬の麒麟獅子舞。
宇都野神社では、７月の川下祭りと10月の秋祭りで奉納さ
れる。因幡とは違い、テンポが早く、太鼓、笛、銅拍子（ジャ
ンジャン）が賑やかに囃されるという特徴がある。特に二頭
舞（雌雄の舞）が行われるのは、浜坂と諸寄だけである。獅
子に頭を噛んでもらうと、子どもは元気に育つとされる。

境内には昔、大鮑が舟の穴をふさぎ、遭難を救ったという伝
承が残る「鮑の霊水（右）」が湧き出ている。航海の際に持っ
て行くと、風雨の難をまぬがれるとされ、漁業者の信仰が篤
い。「針神社（左）」は縫針の産地として栄えたことに由来。

足湯
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御お
た
び
し
ょ

旅
所
に
向
か
っ
て
練
り
歩
く
。

　

線
路
か
ら
南
側
は
宇
都
野
町
と
呼
ば

れ
、
海
側
の
市
街
地
と
比
べ
て
閑
静
な
ま

ち
並
み
が
広
が
る
。

　

参
道
の
途
中
に
は
、
明
治
の
教
育
者
・

森も
り
ば
い
え
ん

梅
園
や
、浜
坂
ち
く
わ
の
発
展
に
貢
献

し
た
高
垣
治
三
郎
な
ど
の
顕
彰
碑
が
佇

た
た
ず

み
、
桜
の
名
所
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る

「
浜
坂
護
国
神
社
」
を
過
ぎ
る
と
、
宇
都

野
の
森
が
姿
を
現
し
て
く
る
。

　

目
を
引
く
の
は
巨
大
な
鳥
居
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
石
燈
籠
、
狛
犬
を
は
じ
め
、

立
派
な
も
の
が
寄
進
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

本
殿
へ
と
上
る
階
段
は
新
調
さ
れ
た
ば
か

り
で
、
浜
坂
の
人
に
と
っ
て
、
神
社
と
祭
り

が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。

　

創
建
は
不
明
で
あ
る
が
、「
牛ご

ず頭
天
王

宮
」
と
称
さ
れ
、
明
治
６
年
に
現
在
の
社

名
に
な
っ
た
。
境
内
に
は
本
社
の
他
、様
々

な
神
を
祀
る
社
が
建
ち
並
ぶ
。
中
で
も

浜
坂
ら
し
い
の
が「
針
神
社
」。
縫
針
の
産

地
で
あ
っ
た
こ
と
が
由
来
で
、
今
も
一
貫

生
産
で
は
国
内
唯
一
の
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
レ

コ
ー
ド
針
の
製
造
会
社
が
そ
の
伝
統
を
受

け
継
い
で
い
る
。

　

今
年
は
残
念
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
夏
の
例

大
祭
「
川
下
祭
り
」は
、
中
止
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
疫
病
退
散
の
神
と
し
て
祈
り
を

込
め
、
厳
か
に
神
事
の
み
が
行
わ
れ
る
。

●裏路地探険参加者募集！
令和2年9月12日（土）
10:00〜12:00
朝来市和田山町寺内
＊実施日の10日前までに、18ページ
掲載の「Ｔ2」編集部まで、住所・氏名・
年齢・電話番号・「裏路地参加希望」
とお書きの上、ハガキで申し込みく
ださい。締切後、参加ご希望の方へ
郵送にて案内を送付します。

水色ののれんが目を引く「浜坂駅」。駅のれんが掛かる非常に
珍しい駅で、構内には貴重な鉄道グッズを展示している「鉄子
の部屋」が隣接している。明治45年の開通祝賀式では、浜坂
芸妓30名が踊り、町民総出で開通を祝った。

開業当初から残る貴重な遺構物で
ある浜坂駅の給水塔。蒸気機関車
の水を補給するために設置された。

日清・日露戦争の戦没者慰霊
のため建立された「浜坂護国
神社（上）」。地方の町に護国
神社があるのは珍しいと言
う。隣には「浜坂相撲場」があ
り、郷土力士を輩出している。

川下参道沿いには、浜坂の発展に
貢献した顕彰碑が点在している。
漢学塾「浜坂味道館」を開いた教育
者「森梅園顕彰碑」（左）。浜坂漁業、
浜坂ちくわの発展に貢献した「高垣
治三郎顕彰碑」（中）。養鶏産業の
功績を讃える「鶏之碑」（右）。

足湯
JR浜坂駅

給水塔

歩道橋

川下参道

浜坂駅開業とあわせて建
築された店舗を活用した
まち歩き案内所「松籟庵
（しょうらいあん）」。
レンタサイクルもあり。

浜坂護国神社
春は桜の名所

浜坂相撲場

新温泉町
B＆G海洋センター

高台にある
浜坂中学校

鳥居

宇都野神社 鮑の霊水

麒麟獅子舞の
モニュメント

鮑の浮き彫り細
工がある手水舎

浜坂県民サンビーチ

川下祭りでは、麒麟獅子
を先導に渡御行列が浜ま
での道を練り歩く。

兵庫県指定天然記念物
「三尾大島」標柱

松籟庵

森梅園顕彰碑

高垣治三郎
顕彰碑

鶏之碑

国道178号

至
湯
村
温
泉
・
香
美
町

山陰線

至鳥取

浜坂駅前通り

浜坂駅前
「足湯」

鉄道グッズ館
「鉄子の部屋」

まち歩き案内所
「松籟庵」

川下参道

浜坂北小学校

至浜坂漁港



伝
承
の
地
を
訪
ね
て

第29回

神社の裏側には約1500年前
に造られた古墳がある。円山川
が一望できる尾根の先端にあ
り、古墳時代から円山川と共に
人々が生活した証を感じること
ができる。

柳
の
根
株
を
祀
っ
た
神
社

「
上
小
田
の
柳
神
社
」 ［
養
父
市
八
鹿
町
上
小
田
］

　
養
父
市
八
鹿
町
上
小
田
区
の
柳
神
社
。
小
高
い
丘
の
上
に
鎮

座
す
る
神
社
の
眼
下
に
は
、
但
馬
で
１
番
大
き
い
河
川
・
円
山
川

が
流
れ
て
い
る
。
樹
木
が
付
い
た
珍
し
い
神
社
の
名
前
は
、
こ
の

川
に
ま
つ
わ
る
１
つ
の
伝
説
が
由
来
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
昔
、
村
人
た
ち
は
毎
日
川
を
渡
っ
て
耕
地
を
耕
し
に
行

き
、
夕
方
に
な
る
と
ま
た
川
を
渡
り
帰
っ
て
い
っ
た
。
た
い
て
い

の
日
が
、
帰
る
頃
に
は
暗
く
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
暗
夜
の
川
渡

り
は
、
足
を
踏
み
外
し
て
淵
に
落
ち
る
と
危
険
だ
。
と
こ
ろ
が
円

山
川
の
浅
瀬
の
中
ほ
ど
に
は
、
夜
に
な
る
と
ぼ
ん
や
り
と
妖
し
い

灯
が
つ
い
て
お
り
、
こ
の
灯
を
頼
り
に
安
全
に
川
を
渡
る
こ
と
が

で
き
た
。
人
々
は
不
思
議
に
思
い
、
光
っ
て
い
た
周
辺
を
昼
間
に

調
べ
て
み
る
と
、
古
び
た
柳
の
株
が
川
原
石
の
間
に
埋
ま
っ
て
い

る
の
を
発
見
し
た
。
夜
に
灯
る
光
の
お
か
げ
で
安
全
に
川
を
渡
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
て
、
村
人
た
ち
は
こ
の
古
株
を
氏

神
と
し
て
祀
っ
た
。
円
山
川
に
沈
ん
で
い
た
柳
の
木
が
ご
神
体
と

な
り
、
現
在
も
村
の
守
り
神
と
な
っ
て
い
る
。

　
豪
雨
に
な
る
と
円
山
川
の
流
れ
が
何
度
も
変
わ
る
よ
う
な
生

活
の
中
で
、
柳
神
杜
の
伝
説
は
川
と
共
に
生
き
た
先
人
の
苦
労

を
物
語
っ
て
い
る
。

《
協
力
》
養
父
市
教
育
委
員
会 

社
会
教
育
課
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“キラリと光る”但馬の子どもたち！
未来を担う高校生をご紹介

　

豊
岡
市
の
観
光
名
所
“
城
下
町
出い
ず
し石
”

に
あ
る
県
立
出
石
高
等
学
校
。
同
校
で
は

月
に
１
度
、「
伊
藤
清
永
記
念
館
」
横
に
ア

ン
テ
ナ
シ
ョッ
プ『
あ
り
こ
や
』
を
出
店
し
て
、

観
光
客
や
地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

書
道
部
、
美
術
工
芸
部
、
茶
華
道
部
、

家
庭
部
の
生
徒
た
ち
が
集
ま
り
、
各
部
で

制
作
し
た
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
、コ
ー
ス
タ
ー
、カ
レ

ン
ダ
ー
な
ど
の
作
品
展
示
や
実
演
販
売
の

他
、
焼
き
菓
子
や
抹
茶
を
提
供
。
毎
回
お

茶
を
飲
み
に
訪
れ
る
常
連
客
も
お
り
、
地

域
住
民
の
憩
い
の
場
に
も
な
っ
て
い
る
。

　
「
初
め
て
接
客
を
し
た
時
は
緊
張
も
し
た

し
抵
抗
が
あ
っ
た
け
ど
、
何
度
か
経
験
す
る

内
に
慣
れ
て
き
て
今
で
は
お
客
さ
ん
と
の
会

話
が
楽
し
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

場
で
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
じ
て
書
を
揮き

ご
う毫
す
る

時
も
あ
り
、求
め
ら
れ
る
も
の
を
瞬
時
に
生

み
出
す
の
は
大
変
で
す
が
、
喜
ん
で
も
ら
っ

た
時
の
達
成
感
は
や
り
が
い
に
も
繋
が
っ
て

い
ま
す
。
お
城
ま
つ
り
の
様
な
イ
ベ
ン
ト
の
時

に
は
、
大
き
な
筆
を
使
っ
た
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
も
行
っ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
地
元
の
方
に

も
見
に
来
て
欲
し
い
で
す
」
と
は
、
書
道
部

の
渡
邊
智と

も
や陽

く
ん
。
こ
の
活
動
を
通
し
て
、

よ
り
一
層
書
道
が
楽
し
く
な
っ
た
と
話
し
て

く
れ
た
。

　

大
切
に
し
て
い
る
の
は
お
客
さ
ん
と
の

“
対
話
”。「
１
年
生
の
時
に
は
声
も
小
さ
く

接
客
に
消
極
的
だ
っ
た
生
徒
が
、
３
年
生
に

な
る
頃
に
は
自
主
的
に
お
客
さ
ん
と
会
話

す
る
よ
う
に
な
っ
て
今
で
は
心
強
い
。
生
徒

た
ち
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
上
が
っ
て

い
る
の
を
感
じ
ま
す
」
と
、
教
員
か
ら
は
成

長
を
喜
ぶ
声
が
あ
が
る
。

　

ま
た
、
同
校
で
は
一
般
の
方
が
生
徒
と

一
緒
に
講
義
や
実
習
な
ど
を
受
講
で
き
る

「
地
域
オ
ー
プ
ン
講
座
」
の
取
り
組
み
も
し

て
お
り
、
積
極
的
に
地
域
と
関
わ
れ
る
生

徒
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

　
「
他
の
学
校
で
は
あ
ま
り
な
い
経
験
が
で

き
て
い
る
と
思
う
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
ま
ち

と
の
交
流
活
動
を
通
し
て
地
域
に
愛
さ
れ

る
学
校
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
出
石
ら
し

い
デ
ザ
イ
ン
の
作
品
も
考
え
て
い
る
の
で
、
観

光
に
来
ら
れ
た
方
に
は
ぜ
ひ
手
に
と
っ
て
い

た
だ
き
、
旅
の
思
い
出
に
し
て
も
ら
え
る
と

嬉
し
い
」
と
、
美
術
工
芸
部
の
椋む

く
の
き木
祐
尊
く

ん
。
よ
り
多
く
の
人
に
来
て
も
ら
え
る
よ

う
、
看
板
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
使
っ
て
誘
客

に
繋
げ
た
い
と
話
す
。

　

今
後
は
美
術
工
芸
部
が
デ
ザ
イ
ン
し
た

柄
で
家
庭
部
が
マ
ス
ク
を
作
っ
た
り
、
各
部
の

コ
ラ
ボ
作
品
も
制
作
し
て
い
く
予
定
だ
。
そ

れ
ぞ
れ
の
特
色
を
活
か
し
た
ア
ン
テ
ナ
シ
ョッ

プ
な
ら
で
は
の
新
商
品
に
注
目
し
た
い
。

　

地
域
に
根
ざ
し
た
高
校
生
た
ち
の
交
流

活
動
。
但
馬
の
小
京
都
・
出
石
で
は
、
彼
ら

の
明
る
い
笑
顔
が
迎
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

04
アンテナショップ
「ありこや」
【兵庫県立出石高等学校】

　
教
育
方
針
の
１
つ
に
「
地
域
を
担
い
、
地
域

と
と
も
に
発
展
す
る
学
校
」
を
掲
げ
て
い
る
出

石
高
等
学
校
。
生
徒
た
ち
は
部
活
動
の
一
環
で

作
品
販
売
や
呈
茶
な
ど
を
通
し
て
、
積
極
的
に

観
光
客
や
地
域
と
の
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
あ
り
こ
や
」
の

活
動
に
つ
い
て
取
材
し
ま
し
た
！

be to  HERO

4〜12月の期間中、月に１度「豊岡市立美術館ー伊藤清永記念館ー」の一画で出店している。営業時間は１1〜１４時。
＊令和2年度の活動については未定、詳しくは高校のホームページをご覧ください。

部員によって
絵柄やデザインが

異なるので、
その違いも

楽しんで欲しいです！

交
流
活
動
で
地
域
の
魅
力
を
発
信
！

高
校
生
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
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兵庫県中学校駅伝競走大会
但馬大会 11月6日（金）
県大会 11月16日（月）
豊岡市奥神鍋付近道路
周回コース

（問）日高神鍋観光協会
TEL.0796-４5-0800
かすみ松葉がにまつり
11月15日(日) 9:00〜12:30
香美町香住区香住 
香住漁港西港

（問）香美町香住観光協会
TEL.0796-36-1234
第44回阿瀬渓谷紅葉まつり
11月中旬  9：30〜15:00
豊岡市阿瀬渓谷

（問）日高神鍋観光協会
TEL.0796-４5-0800

浜坂みなとカニ祭り
11月21日（土） 9：00〜13:00
新温泉町浜坂漁港

（問）浜坂観光協会
TEL.0796-82-4580

田んぼアート 7月〜9月
豊岡市但東町内3カ所

（問）但東シルクロード観光協会
TEL.0796-54-0500
銀谷の七夕
7月上旬（7日前後）
9：00〜17:00頃
朝来市生野町口銀谷

（問）生野まちづくり工房井筒屋
TEL:079-679-4448

ひまわりまつり 
８月7日（金）オープン予定
豊岡市但東町 たんとう花公園

（問）但東シルクロード観光協会
TEL.0796-54-0500

ジオパーク魚と元気っこ
8月8日(土)（予定） 
13：00〜15：00
香美町香住区下浜 
三田浜海水浴場

（問）香美町香住観光協会
TEL.0796-36-1234
び～ちふぇすた2020
8月9日（日） 
新温泉町浜坂県民サンビーチ

（問）同実行委員会
（新温泉町生涯教育課内）
TEL.0796-82-5629
湯村の火祭り 
8月24日（月） 19：30〜
新温泉町 湯村温泉街

（問）湯区事務所 同保存会
TEL.0796-92-1081
ビーチサッカーFESTA 2020
8月29日（土）、30日（日）
新温泉町浜坂県民サンビーチ

（問）大会事務局
（新温泉町生涯教育課内）
TEL.0796-82-5629

久谷ざんざか踊り
9月15日（火）
新温泉町久谷 八幡神社

（問）先人記念館以命亭
TEL.0796-82-4490
香住ガニまつり
9月19（土） 9：00〜12：30
香美町香住区若松
香住漁港西港

（問）香美町香住観光協会
TEL.0796-36-1234
開駅3周年イベント
9月20日（日）〜22日（火・祝）
新温泉町 道の駅
山陰海岸ジオパーク浜坂の郷

（問）同道の駅
TEL.0796-80-9010
銀谷祭り
9月27日（日） 10：00〜
朝来市生野町口銀谷地区

（問）朝来市観光交流課
TEL:079-672-4003

出石秋祭り喧嘩だんじり
10月中旬（予定） 
10:00〜15:00
豊岡市 大手前駐車場前

（問）但馬國出石観光協会
TEL.0796-52-4806

朝来ふれあい元気まつり
11月3日（火・祝） 
10:00〜14：00 小雨決行
朝来市朝来支所前広場 
※一部有料コーナーあり

（問）朝来市朝来支所
TEL.079-677-1165

第50回出石お城まつり
11月3日(火・祝)（予定）  
9：00〜 
豊岡市 出石城跡周辺

（問）但馬國出石観光協会
TEL.0796-52-4806

●イベントなどの情報は2020年6月現在のものです。開催日など諸事情により変更、中止される場合があります。

Event Calendar
7月8月

8月

9月11月

11月

10 月

Hall Information
●催し物の料金など詳細は、各ホールへご確認ください。

豊岡ブラスフェスタ2020
10月3日（土）
開演13:00 ※有料

京都橘高等学校
吹奏楽部演奏会
11月29日（日）
開演13:30 ※有料

（問）豊岡市民会館
（豊岡市立野町20-34）
TEL.0796-23-0255

豊岡市民会館

田村興一郎『F/BRIDGE』
試演会
７月11日（土）14:00
捩子ぴじん、三枝愛、島貫泰介

『アンティゴネー（仮）』
成果発表
～葬送儀礼・墓跡と大逆事
件関連史跡にまつわる
リサーチと実践～ 
8月9日（日）（予定）
14:00

「アジアベイビーシアター
ミーティング」ショーイング
8月21日（金）（予定）
開演10:00/11:30/14:00
会場：子育て総合センター

（豊岡市大手町4-5）
日本相撲聞芸術作曲家協
議会（JACSHA）
オペラ双葉山「竹野の段」
成果発表 10月上旬
児玉北斗　
新作のクリエーション　
地域交流プログラム 11月

（問）城崎国際アートセンター
（豊岡市城崎町湯島1062）
TEL.0796-32-3888

城崎国際アートセンター

新温泉町民音楽祭
もみじコンサート
11月21日（土） 
13:00～
場所：新温泉町立
夢が丘中学校

（問）新温泉町温泉公民館
（新温泉町湯990-8）
TEL.0796-92-1870

夢ホール

大阪大学交響楽団
サマーコンサート
8月22日（土） 開演14:00

第17回 養父市吹奏楽祭
9月20日（日） 開演13:30

第56回 八鹿文化祭
10月31日（土）・ 
11月1日（日）
9:00～20:00 
※最終日は16:00まで
場所：八鹿文化会館他

ようかJAM2020（予定）
11月15日（日） 開演15:00 
※小学生以下無料

関西学院グリークラブ
演奏会 11月29日（日） 
開演14:00 ※有料

（問）養父市立八鹿公民館
（養父市八鹿町八鹿1675）
TEL.079-662-6141

八鹿文化会館ホール
2020天使が奏でる
ハーモニー兵庫稲美
少年少女合唱団in生野
8月22日(土) 開演13:30
場所：生野マインホール

夏川りみコンサート
ツアー 2020（仮）
9月22日(火・祝) ※有料
場所：和田山ジュピターホール

陸上自衛隊第3音楽隊
コンサート
10月17日(土) ※抽選
場所：和田山ジュピターホール

龍谷大学吹奏楽部演奏会
11月22日(日) 
開演14:30 ※有料
場所：和田山ジュピターホール

（問）朝来市芸術文化課
（朝来市和田山町玉置877-1）
TEL.079-672-1000

朝来市文化会館

豊岡市民プラザ
ミュージック☆バッグ 2020  
7月4日（土） 開演18:30
※有料 高校生以下無料

（要整理券）
劇の学校 

「平田オリザ先生の中高生
演劇入門ワークショップ」
７月19日（日） 
10：00～17：00
※受講無料（要申込）

「小学生演劇ワークショップ」
７月21日（火）、22日（水） 
17：00～19：00
７月23日（木・祝） 
12：30～15：30
※受講無料（要申込）

「高校生演劇ワークショップ」
8月8日（土）～10日（月・祝） 
※受講無料（要申込）

「但馬ハイスクール
アートフェスティバル」
11月7日（土） 開演13:00
第30回プラザ寄席 
ふれ愛亭 ７月23日（木・祝） 
開演18:30 ※有料
プロに学ぶ！
舞台技術入門講座

（アートスクールプログラム）
７月24日（金・祝）～26日（日） 
※受講無料（要申込）
平和を願う朗読劇・豊岡
2020『祈り-１９４５』
８月8日（土）開演14:00
※有料 高校生以下無料

（要整理券）

こども劇場
人形劇団クラルテ

『トクン トクン-いのちの旅-』
8月29日（土）
開演10:30（予定） ※有料

演劇プロジェクト2020
内藤裕敬と
関西の俳優たち×市民演劇
9月5日（土）開演19:00・
6日（日）開演14:00
※有料 高校生以下無料

（要整理券）

おとなのための演劇学校
鄭義信 戯曲創作初級講座

「短編戯曲を書く！」
10月9日（金）～11日（日）、
16日（金）～18日（日）
※受講有料（要申込）

（問）豊岡市民プラザ
（豊岡市大手町アイティ7F）
TEL.0796-24-3000

プロに教わるレクチャー事業
夏休み特別企画

「リコーダーレクチャー」
8月9日（日） 
13:00～16:00 
要リコーダー ※有料

「音楽レクチャー」
金管楽器・打楽器・合唱
8月30日（日）、9月6日（日） 
13:00～16:00 ※有料

クラシックパークvol.20part1
マリンバとピアノのコンサート 
10月17日（土） 10:30～
場所：浜坂北小学校体育館
新温泉町文化祭
10月30日（金）～ 
11月1日（日） ９:00～
場所：新温泉町民センター
11月3日（火・祝） ９:00～
場所：浜坂多目的集会施設

（舞台発表のみ）
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Spot Information ●各イベント、教室などには参加費・材料費が必要な場合があります。定員数が限られる場合もありますのでご確認ください。

コウノトリの郷公園
夏の特別ガイドウォーク
7月12日（日）
10:00～11:30、
13:30～15:00

飼育コウノトリの給餌体験
第2回 7月25日（土）
12:30～15:30
第3回 10月17日（土）
12:30～15:30

山陰海岸ジオパーク　
砂の世界をのぞく展
8月12日（水）～16日（日）
9:00～16:30

秋の特別ガイドウォーク
9月20日（日）
10:00～11:30、
13:30～15:00

キッズスタンプラリー
9月21日（月・祝）
9月22日（火・祝）
9:30～15:00

コウノトリの巣作り体験
11月28日（土）
12:30～15:00

（問）県立コウノトリの郷公園
（豊岡市祥雲寺128）
TEL.0796-23-5666

全但バス但馬ドーム
第23回神鍋ジュニア
サッカー サマーカーニバル
8月13日（木）～15日（土）

（問）（株）ニチレク
TEL.06-6243-3351

第9回世界ジオパーク
トレイルラン
8月23日（日）

（問）関西トレイルラン
サーキット実行委員会事務局
TEL.06-6699-5000

第53回
日本女子ソフトボール
リーグ1部 豊岡大会
9月12日（土）・13日（日）
※有料

（問）但馬ソフトボール協会
事務局 宿南さん
TEL.090-3356-4509

第7回山陰海岸ジオパーク
小学生駅伝競走大会兼 
第31回但馬小学生駅伝
競走大会 10月24日（土）

（問）但馬青少年本部
TEL.0796-23-1001

第22回全日本
身体障害者野球選手権大会
11月7日（土）・8日（日）

但馬ドーム杯グラウンド・
ゴルフ交流大会

（予選グラウンド）
11月24日（火）～26日（木）

（問）全但バス但馬ドーム
（豊岡市日高町名色88-50）
TEL.0796-45-1900

円山川公苑
円山川カヌー体験 Day
7月25日(土)
9:30～16:30 ※有料

円山川・楽々浦カヌーツアー
9月22日（火・祝）
13：00～15：45 ※有料

愛犬と楽しむカヤック体験
10月18日（日）
13：00～15：45 ※有料

スケートリンク
オープニングイベント
11月21日(土)・22日(日)
※22日有料
※両日別途貸靴有料

（問）県立円山川公苑
（豊岡市小島1163）
TEL.0796-28-3085

木の殿堂
阪本知春（ちはる）・雅哉
野鳥写真展
7月1日（水）～26日（日）

ふれあいの森倶楽部
7月12日（日）・8月5日（水）・
11月1日（日）
13:00～16:00 ※有料 

足立迪雄（みちお）木工作品展
7月18日（土）～8月30日（日）

探鳥会 7月19日（日）
8:00～12:00
定員20名 ※有料 

山本ふう 押し花アート展
8月1日（土）～30日（日）

夏休み親子おもちゃ作り教室
8月1日（土） 
10：00～13：00
定員 親子5組 ※有料 

足立迪雄（みちお）木工教室
8月8日（土） 
12：30～16：00
定員20名 ※有料 

組み木指導員養成講座
10月3日（土）・10日（土）・
17日（土）  13：00～16：00 
定員8名 ※有料 

森のピクニック10月8日（木）
10：00～12：00 
定員 未就学の児童と保護者
20組程度 ※有料 

山本一幸（かずゆき）
森のニッチな生き物写真展
10月10日（土）～11月8日（日）

第23回森と木のクラフト展
10月10日（土）～
11月8日（日）

クリスマス組み木教室
中・上級者 11月7日（土）
13：00～16：00 
初級者 11月8日（日）
13：00～16：00 
各定員7組 ※有料 

ふるさとの森と自然の絵画展
11月14日（土）～
12月13日（日）

竹野なごみの灯り展
11月14日（土）～
12月13日（日）

竹野なごみの灯り作り教室
11月15日（日）
13：00～16：00 
定員10名 ※有料 

干支組み木教室
中・上級者 11月21日（土）
13：00～16：00  
初級者 11月22日（日）
13：00～16：00 
各定員7名 ※有料 

（問）木の殿堂
（香美町村岡区和池951）
TEL.0796-96-1388

但馬牧場公園
ピザづくり体験
7月11日（土）10:00～
定員8組 ※要申込・有料

但馬ビーフの焼肉
7月25日（土）
10:30～ 定員100名 
※先着順整理券配布・有料

うどん打ち体験
8月22日（土）10:00～
定員30名 ※要申込・有料

ローストビーフ作り
9月6日（日）10:00～
定員8組 ※要申込・有料

但馬“牛まつり”プレイベント
但馬ビーフの焼肉
9月12日（土） 10:30～
定員150名 
※先着順整理券配布・有料
レザークラフト体験
9月12日（土） 11:00～
定員10名  ※要申込・
有料、当日受付あり
但馬牛クイズ大会
9月12日（土） ・13日（日） 
13:00～
但馬牛の牛車に乗ろう、
ふれあおう
9月12日（土） ・13日（日） 
14:00～ 各日定員２０名

第27回 但馬“牛まつり”
9月20日（日）10:00～

（問）同実行委員会
TEL.0796-82-5625

パンケーキ作り体験 
10月4日（日）10:00～
定員10名 
※要2名以上で申込・有料

第32回　
兵庫県どんぐりごま大会 
10月10日（土）10:00～

芋堀り体験
10月11日（日）13:30～
定員20枠 ※要申込・有料

謎解き宝探しゲーム
11月1日（日）13:30～
定員親子10組 ※要申込・有料

オータムフェア
11月8日（日） 
ストラックアウトゲーム
10:30～ 定員50名
秋の味覚
炊き込みご飯のふるまい
13:30～ 先着100名
レザークラフト体験
14:00～ 定員２０名 ※有料

そば打ち体験
11月15日（日）10:00～
定員20名 
※要3人分以上で申込・有料

（問）県立但馬牧場公園
（新温泉町丹土1033）
TEL.0796-92-2641

但馬文教府
科学する
但馬の子ども作品展
9月11日（金）～22日（火・祝）
9：00～17：00

科学チャレンジ2020
in 但馬文教府
9月27日（日）
10：00～16：00

第45回但馬文学のつどい
11月14日（土） 
13：30～12:00

第42回ふるさとの心を歌う
但馬合唱祭
11月23日（月・祝）
10：00～16:00
場所：八鹿文化会館

第53回歴史講習会
11月28日（土） 13：30～

（問）但馬文教府
（豊岡市妙楽寺41-1）
TEL.0796-22-4407

兎和野高原野外教育センター

夏休み親子キャンプ
7月25日（土）13：30～
26日（日） 12:00 ※有料

（問）兎和野高原
野外教育センター

（香美町村岡区宿791-1）
TEL.0796-94-0211 

Next Story
～新たな時代へ～
7月11日（土）～8月30日（日） 
9：30～17：00

（問）あさご芸術の森美術館
（朝来市多々良木739-3）
大人500円  大・高校生300円
中・小学生200円

（入館は閉館30分前まで）
休館日：水曜・祝日の翌日・
年末年始
TEL.079-670-4111

あさご芸術の森美術館

南但馬自然学校
第1回遊友体験活動

「初夏の里山を楽しもう！」
～夏の生き物さがし～
7月4日（土） 
9：30～12:00  ※有料

第２回親子で自然学校
昆虫標本づくり、自然物ク
ラフト、キャンプファイ
ヤー、火おこし・野外炊事

（ナンとカレー）
8月22日（土）10：00～
23日（日）13：15 
※定員になり次第締切 有料

第2回遊友体験活動
「紅葉の里山を楽しもう！」
～さつまいも掘りと焼きいも、
どんぐりみつけ～
10月17日（土）
9：30～12:00 ※有料

第2回大人の自然教室
「もみじの多様性を学ぶ」
11月14日（土）
9：30～12:00 ※有料

（問）県立南但馬自然学校
（朝来市山東町迫間189）
TEL.079-676-4731

養父市立全天候運動場
WMG2021関西イベント
オリエンテーリング体験会
10月18日（日）
受付9:00～（予定）
11月8日（日）
受付9:00～（予定）

いきいきドーム杯
グラウンドゴルフ大会
予選 
11月18日（水）・19日（木）
決勝 11月25日（水）
受付8:30～（予定） ※有料 

（問）養父市立全天候運動場
（養父市八鹿町国木）
TEL.079-663-2021
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50名様

但馬検定ミニクイズ！！
挑戦しよう！腕だめし♪

問題：『但馬の隠れた逸品Ippin』で紹介した新品種の梨。
兵庫県初のオリジナル品種として誕生したこの梨の名称は何でしょう？

ハガキに上記クイズの答え、郵便番号、住所、名前、
フリガナ、電話番号、生年月日、性別、ご感想を
ご記入の上、左記の「T2 編集部」宛までお送りください。 
＊締切は2020 年 8月31日（月）必着
当選者の発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。どしどしご応募ください。
※前号Vol.111の答えは「燈明杉」でした。　※賞品画像はイメージです。

クイズに正解された方の中から、抽選で50 名様に「但馬ファンクラブ会員権（1年）」と、下記
の賞品をプレゼントします。但馬ファンクラブ会員になると、但馬内の200以上の施設で割
引等の特典が受けられます。みなさん奮ってご応募ください。

（※すでに会員の方は、ご家族の方の名前で会員登録させていただきます。但し、個人の氏
名・住所等の情報は当協会で管理し、他の目的で使用することはありません。）

ヒントは
8ページ！

「なし○○○」

神子畑選鉱場跡オリジナル
「手ぬぐい&クリアファイル」セット

ろ
い
ろ
な
思
い
を
め
ぐ
ら
せ

な
が
ら
Ｔ
２
を
楽
し
く
読
ま

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト

カ
レ
ン
ダ
ー
を
見
る
と
ス
テ
キ
な

行
事
等
が
あ
り
、
す
ぐ
に
で
も
行
っ

て
み
た
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
終
息
後
に
は
、
黒

川
温
泉
や
但
東
地
方
へ
ぜ
ひ
行
っ
て

み
た
い
で
す
！
そ
の
日
が
早
く
来

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

徳
島
県
徳
島
市　

Ａ
・
Ｔ
さ
ん

２
を
見
て
い
る
と
新
時
代
だ

な
あ
と
思
い
ま
す
。
戦
前
、

戦
中
、
戦
後
と
過
ご
し
た
私
に
と
っ

て
唯
一
の
文
芸
で
、
音
読
し
な
が
ら

楽
し
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
20
歳
の
成
人
式
も
な
く
修

学
旅
行
も
姫
路
だ
っ
た
私
達
、
時
代

に
遅
れ
な
い
よ
う
前
向
き
に
一
生
懸

命
で
す
。
昨
日
１
人
で
日
和
山
の

セ
イ
ウ
チ
に
久
し
ぶ
り
に
会
っ
て
き

ま
し
た
。
楽
し
く
元
気
を
も
ら
っ
た

１
日
で
し
た
。養

父
市　

Ｍ
・
Ｉ
さ
ん

野
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
は
食
べ
た

事
が
あ
り
ま
す
が
、
黒
川
温

泉
で
販
売
さ
れ
て
い
る
と
い
う
「
ダ

ム
ハ
ヤ
シ
」。
興
味
津
々
で
機
会
が

あ
れ
ば
ぜ
ひ
食
べ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。大

阪
府
交
野
市　

Ｊ
・
Ｈ
さ
ん

型
肺
炎
の
影
響
で
、
載
っ
て

い
る
数
々
の
イ
ベ
ン
ト
の
多

く
の
は
中
止
な
の
で
し
ょ
う
か
。
準

備
等
で
か
か
わ
っ
て
い
る
方
が
気
の

毒
で
す
。
早
く
収
束
し
て
、
今
ま
で

の
よ
う
に
に
ぎ
や
か
な
但
馬
に
戻

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

養
父
市　

Ｒ
・
Ｎ
さ
ん

美
町
の
ブ
ラ
ン
ド
認
定
制
度

で
紹
介
さ
れ
て
い
る
商
品
を

見
て
び
っ
く
り
で
す
。
食
べ
た
こ
と

の
な
い
商
品
も
い
っ
ぱ
い
あ
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
味
わ
っ
て
行
き
た
い
で

す
。
表
紙
の
裏
に
載
っ
て
い
た
の
で

と
て
も
わ
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。

香
美
町　

Ｈ
・
Ｆ
さ
ん

つ
も
楽
し
く
拝
読
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
小
代

方
面
に
は
春
は
特
に
行
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
今
年
は
雪
が
少
な

か
っ
た
の
で
春
が
早
く
ふ
き
の
と
う

の
顔
が
早
く
に
見
ら
れ
ま
し
た
。
つ

く
し
も
も
う
す
ぐ
な
の
か
な
と
思

い
ま
す
。
お
じ
ろ
ん
の
温
泉
に
入
っ

て
山
を
登
っ
て
い
く
と
日
本
一
過
酷

な
残
酷
マ
ラ
ソ
ン
が
あ
る
と
聞
い
て

い
ま
す
。
沢
山
の
植
樹
は
何
年
も

送
ら
れ
た
方
が
出
来
る
と
か
…
棚

田
を
見
て
帰
っ
て
来
ま
す
が
、
小
代

神
社
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
次

回
は
是
非
行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
後
共
、
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

姫
路
市　

Ａ
・
Ｔ
さ
ん

年
前
に
見
た
白
井
大
町
の
藤

が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
今
年

は
ぜ
ひ
見
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
拡
大
を

毎
日
気
に
し
て
い
ま
す
。

大
阪
府
堺
市　

Ｈ
・
Ｓ
さ
ん

家
の
兵
庫
に
帰
っ
た
ら
足
を

伸
ば
し
て
ブ
ラ
ブ
ラ
。
コ
ウ

ノ
ト
リ
が
大
好
き
で
、飛
ぶ
姿
を
見

た
く
て
。
但
馬
の
情
報
満
載
で
散

策
に
欠
か
せ
な
い
情
報
誌
で
す
。

特
に「
裏
路
地
探
険
」は
と
て
も
参

考
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
コ
ア

で
レ
ア
な
情
報
を
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
す
。

東
京
都
東
大
和
市　

Ｉ
・
Ｉ
さ
ん

馬
に
住
ん
で
い
な
が
ら
但
馬

の
魅
力
の
知
ら
な
さ
多
し
で

す
！
大
屋
町
横
行
地
区
「
ノ
ー
ス

ツ
ア
ー
」
余
根
田
さ
ん
の「
田
舎
で

も
生
活
出
来
る
と
い
う
こ
と
を
自

分
達
が
モ
デ
ル
に
な
れ
る
よ
う
に

会
社
を
育
て
て
行
き
た
い
」
と
の
コ

メ
ン
ト
。
古
民
家
の
宿
の
地
域
お

こ
し
協
力
隊
大
石
さ
ん
。
お
２
人

共
但
馬
地
域
の
活
性
化
に
頑
張
っ

て
お
ら
れ
ま
す
ね
。
応
援
し
て
い

ま
す
。

豊
岡
市　

Ｙ
・
Ｃ
さ
ん

実但

生新香

いＴ

読 者
場の

vol.112
2020 Summer

- Letter From Reader -

広

（上）天滝／養父市大屋町筏
（中央）活イカ料理／豊岡市、香美町
（下）三尾大島／新温泉町 但馬御火浦

T2は「但馬（Tajima）」×「但馬人（Tajimajin）」を意味していま
す。「人と人」、「人と地域」を結びつける情報誌でありたい、そして
地域を知り先人の生き方に触れることで“ふるさと但馬の確かな
未来”を次世代に残したい、そんな願いを込めて制作しています。

おたより、クイズの答えなど、
右記までどしどしお寄せください。
記事や広告に関するお問い合わ
せも、上記「T2編集部」まで。

T2編集部の電話番号
（株式会社キャメル）

TEL
FAX

 : 0796（24）6373
 : 0796（24）6378

6 6 8 0 0 4 3

兵
庫
県
豊
岡
市

　
　

桜
町
10-

11

Ｔ
２
編
集
部
宛

発　　行
制　　作
印　　刷

：
：
：

公益財団法人 但馬ふるさとづくり協会
株式会社キャメル
岩見印刷株式会社

2020年7月1日発行 （次回発行日：2020年11月1日）

●本紙の発行にご協力いただいた各市町、関係各位の皆様に御礼申し上げます。
●本紙掲載の写真・イラスト・記事の無断転載を禁じます。

い数

18





2020・
7・１

　
　

発
行

：公
益

財
団

法
人

但
馬

ふ
る

さ
と

づ
く

り
協

会
　

〒
668-0033 兵

庫
県

豊
岡

市
中

央
町

2番
4号

  豊
岡

市
役

所
4F

　
T

E
L

.0796（
24）2247　

https://w
w

w.tajim
a.or.jp

V
ol.112

但
馬

の
情

報
誌


